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皆さんから『たわごと』として一笑に附されるでしょ

うが僕は真面目だったのです。然しこの心境が或は皆さ

んにとっても何等かの何等かの参考になるかも知れない

と考え、申し上げて見たいと存じます。

皆様御承知の通り僕の弟がこの度県議選に立侠禰し、

全力を尽して戦ったが完敗した。僕も弟のために全力を

傾けて援助しました。自分の弟だからと云うことは否定

しないが、候補老中最適任であると確信したからでもあ

ります。だが完敗した、その原因は僕なりにはっきり解

った積りだが、今ここでは云うべきではない。唯々不徳

の致すところであるとだけは言い得る。

生来僕は泣虫です。弟は現在相変らず元気です。だが

彼の心中を想うと泣きみその僕は一緒に1晩でも2晩で

も泣き明かしたかった。

そこで僕は即座に決心した。僕は今後4年間は自分の

職業に専念する。それ以外のことからほ一切手を引く。

特に晴がましいところには一切出ない。従ってこのロー

タリークラブからも非常に残念ではあるが脱会させてい

ただくと堅く決めたのです。

このような決意はどなたにも絶対相談しない。この心

境は言っても解ってもらえる筈がないと独断した。只、

家内にだけは言明したところ「それまでしなくとも」と

言ったので「この馬鹿野郎」と即座にどなりつけた。家

内は完全に沈黙した。一時的感傷では断じてないと考え

たからです。

然し僕は庚の日常生活のペースは一日たりともくずき

ぬと決め、昨朝も今朝も早朝の野歩きは続けた。17日の

朝は実に良いお天気だった。青龍寺川の土手の上で思い

きり汗が流れるまで体操していたら、高館山、鳥海、月

山……　特に晴れた大空に登る太陽が僕の心境に何にか

の影響を及した為か、不思議なこともあるもので、ふと

『とんでもない』というのはt…・・君死に給うこと勿れ

旅順の城はほろぼうと、亡びずとて何事か・…日　と、あ

の与謝野晶子の詩が頭に浮かんだ。

この詩は明かにトルストイの影響であることは定説に

なっているが、この詩以前には晶子には非戦思想をこめ

た歌一首もなく、叉この詩以後にもそうした感想の断片

もないと言われている。この詩がふと頭に浮かんだ時、

同時に晴れた大空を仰いだとき、次々に色々な事が頭に

浮かんで来た。
一度や二度の失敗、そして敗戦に出会うとも、この大

自然に何のかかわりがあるか。敗戦の原因がなんであろ

うと、この太陽には何程のことぞ。涙は流れるに委かせ

よ。今ここで小さく狭く、縮まるとは何事かと、大自然

が語っている様だった。

ロータリークラブ脱会の届書は大空高く嗣んで行け、

この青龍寺川の流れに流れて行け、大自然は不思議な力

を持っている。ウォルト　ホウイットマンなくしてアプ

リハムリンカーンなし、リンカーンなくしてホウイット

マンはあり得ない。

彼等も心さびしい人間であったに違いない。にもかか

わらず今日この時から完全に自由……　兄も知らぬ人々

に話しかけて何故惑いか……　と歌っているではない

か。

人間は完全に立沢な人など一人もいまい。皆んたが不

完全な人間なんだ。欠点だらけの炭もこの悲しみをかみ

しめて生きて行け。常に生きつつ常に死につつ進め、そ

して残がいは後に残しで…・・
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本気になった行動は度毎に一つの転期を伴うかも知れ

ぬ。僕はこのようにして脱会の気持を完全に解消した○

帰り道今度の市会議員選挙に当ってもよく考えより良き

人、より適任と考える人に僕の一票を必ず投ずる考えで

ある。この度の弟の敗戦によって僕は実に多くのことを

教えられました。

圃企業と電子計算機（その1）　　　荒谷正夫君

みなさんの中には相当大きく事業をやっている方もお

られる様ですが、電子計算機について少々知識を持って

いても悪くはないと思いますので申述べて見たいと思い

ます。

鶴岡の今後の経済構造を変えて行きたい－　これが

私の念願であります。

御承知の通り例年今頃に税務署から管内の所得税番付

の発表がありますが、鶴岡の場合殆ど上位は酒やさんと

お医者さんによってしめられます。これは即ち準田舎的

な経済構造からくるものと考えます。鶴岡経済が如何に

衰微しかかって居るかということです。

今後鶴岡の場合人口は益々減って行き、経済界も沈滞

して行くといった非常な危険な状態になっているという

ことです。それには有力な地位にある皆さんが勉強して

鶴岡の経済構造を改善して行く努力をしなければならな

いと思います。（次号に続く）
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